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〈 実 践 論 文 〉
「 経 済 的 な 見 方 や 考 え 方 」 を 深 め る 農 業 問 題 の 授 業 開 発
- C o u n c i l  for E c o n o m i c  E d u c a t i o n に お け る 経 済 概 念 学 習 の 検 討 を 通 し て 一
l  .  は じ め に
(1) 問 題 の 所 在
社 会 科 を 通 し て ， 将 来 の 主 権 者 と し て ， 身 近 な 問 題
に 対 す る 「 見 る 」 目 を 育 て る こ と が 求 め ら れ て い る 叫
北 海 道 は 農 業 が 基 幹 産 業 で あ り ， T P P を め ぐ る 農 業 問
題 は 生 徒 の 生 活 に も 大 き な 影 響 を 及 ぽ し か ね な い 。 こ
の こ と か ら ， 農 業 問 題 に 対 し て 「 見 方 や 考 え 方 」 を 深
め さ せ る こ と は ， 北 海 道 な ど 農 業 県 の 教 育 に お い て 喫
緊 の 課 題 と な っ て い る 。
(2) 本 研 究 の 目 的 と 方 法
本 研 究 の 目 的 は ， ア メ リ カ の 経 済 概 念 学 習 の 検 討 を
通 し て ， 「 経 済 的 な 見 方 や 考 え 方 」 を 深 め る 農 業 問 題 の
授 業 を 開 発 す る こ と で あ る 。 こ の た め ， T P P 問 題 が 生
活 に 直 結 す る 地 域 の 生 徒 と ， あ ま り 直 結 し な い 地 域 の
生 徒 に 分 け て ， 授 業 成 果 の 検 証 を 行 う 。
な ぜ ， 社 会 科 を 通 し て 「 経 済 的 な 見 方 や 考 え 方 」 を
深 め さ せ な け れ ば な ら な い の だ ろ う か 。 こ の こ と は ，
社 会 科 の 目 標 観 か ら 考 察 す る 必 要 が あ る 。 社 会 科 の 目
標 は 「 社 会 認 識 を 通 し て 市 民 的 資 質 を 育 成 す る こ と 」
で あ る 。 社 会 認 識 と は ， 自 前 の 概 念 装 置 を 用 い て ， も
の を 見 た り 考 え た り す る こ と で あ る 2) 。 こ の 概 念 装 置
を 駆 使 す る こ と で ， 肉 眼 で は 見 え な い 様 々 な 事 柄 が 見
え る よ う に な り ， 問 題 を 発 見 し 解 決 す る こ と が で き る
よ う に な る 叫 こ の こ と か ら ， 経 済 学 習 で は ， 経 済 概
念 を 問 題 解 決 の 道 具 に 用 い て 分 析 さ せ る こ と が 求 め ら
れ る 。
山 崎 辰 也 ＊
こ こ で 本 研 究 で は ， ア メ リ カ 経 済 教 育 で 代 表 的 な
Council for E c o n o m i c  Education ( 以 下 C E E と す る ） に
着 目 を す る 。 こ れ は ， C E E が 学 校 教 育 で 教 え る 経 済 概
念 を 明 確 に し て お り ， こ の 経 済 概 念 を 用 い て 問 題 解 決
さ せ る ア プ ロ ー チ を 行 っ て い る か ら で あ る 。
こ れ ま で に も ， 猪 瀬 や 新 井 の 研 究 に お い て ， ア メ リ
カ 経 済 教 育 の 立 場 か ら の 実 践 研 究 が 行 わ れ て き た 鸞
し か し ， ア メ リ カ の 方 法 は ア ク テ イ ビ テ ィ 中 心 の 学 習
で あ る た め ， 概 念 を 用 い て 問 題 解 決 を す る こ と よ り
も ， 「 か く れ た カ リ キ ュ ラ ム 」 5) と し て ， ア ク テ イ ビ
テ ィ の 楽 し さ を 学 び 取 っ て し ま う 恐 れ が あ る 。 こ の た
め， 日 本 で 行 わ れ る 通 常 の 講 義 型 学 習 の 手 続 き に よ っ
て ， 概 念 の 習 得 ， 活 用 を 目 指 す よ う な 実 践 研 究 が 求 め
ら れ て い る 。
2. Council for E c o n o m i c  Education の 経 済 概 念 学 習
そ れ で は ， ア メ リ カ で は ど の よ う に し て 経 済 教 育 を
行 っ て い る の だ ろ う か 。 ア メ リ カ に は ， 日 本 の 学 習 指
導 要 領 の よ う な ナ シ ョ ナ ル ・ カ リ キ ュ ラ ム は な く ， 各
教 科 に 関 連 す る 学 会 や 教 育 団 体 に よ っ て ， 公 民 ， 経
済 歴 史 ， 地 理 の 社 会 科 系 主 要 教 科 の ナ シ ョ ナ ル ・ ス
タ ン ダ ー ド が 作 成 さ れ て い る 6) 。 こ の う ち 経 済 の 分
野 で 現 在 使 用 さ れ て い る も の は ， C E E が 2010 年 に 作
成 し た Voluntary National Content Standards in E c o n o m i c s  
（ 以 下 『 C E E の ス タ ン ダ ー ド 』 と す る ） で あ る 。
表 1 は ， こ の 『 C E E の ス タ ン ダ ー ド 』 の 内 容 構 成 を
一 覧 に し た も の で あ る 叫
表 1 『G E E の ス タ ン ダ ー ド 』 の 内 容 構 成
基 準 学 習 内 容
主 な 経 済 概 念
ス タ ン ダ ー ド 1 稀 少 性
稀 少 性 ， 選 択 ， 機 会 費 用 ， ト レ ー ド オ フ
ス タ ン ダ ー ド 2
意 思 決 定 意 思 決 定 ， 費 用 ， 便 益
ス タ ン ダ ー ド 3
配 分 市 場 経 済
ス タ ン ダ ー ド 4
イ ン セ ン テ ィ ブ イ ン セ ン テ ィ ブ
ス タ ン ダ ー ド 5 交 易
交 換 ， 自 発 的 交 換 ， 貿 易 障 壁 ， 輸 入 ， 輸 出 ， 相 互 依 存
ス タ ン ダ ー ド 6
特 化 特 化 ， 交 易 の 利 益 ， 比 較 優 位 ， 絶 対 優 位 ， 分 業
ス タ ン ダ ー ド 7
市 場 と 価 格
市 場 価 格 ， 生 産 者 ， 消 費 者 ， 均 衡 価 格 ， 需 要 量 ， 供 給 量 ， 為 替 相 場
ス タ ン ダ ー ド 8 価 格 の 役 割
価 格 ， 需 要 供 給 の 法 則 ， 代 替 材
ス タ ン ダ ー ド 9 競 争 と 市 場 構 造 競 争
ス タ ン ダ ー ド 10 制 度 ・ 組 織
経 済 制 度 ・ 組 織 ， 貯 蓄 ， 金 利
ス タ ン ダ ー ド 11 貨 幣 と イ ン フ レ ー シ ョ ン 貨 幣 通 過 供 給 量
ス タ ン ダ ー ド 12 金 利 利 子 率 ， 実 質 と 名 目
ス タ ン ダ ー ド 13 収 入
賃 金 ， 労 働 市 場
＊ 北 海 道 北 見 北 斗 高 等 学 校
- 57 -
ス タ ン ダ ー ド 14 企 業 家 精 神
イ ノ ベ ー シ ョ ン
ス タ ン ダ ー ド 15
経 済 成 長 生 産 性 ， 経 済 成 長
ス タ ン ダ ー ド 16 政 府 の 役 割 と 市 場 の 失 敗
所 得 分 配 ， 公 共 財 ， 外 部 性 ， 独 占
ス タ ン ダ ー ド 17 政 府 の 失 敗
特 殊 利 益 集 団
ス タ ン ダ ー ド 18
経 済 循 環 G D P ,  実 質 ・ 名 目 G D P
ス タ ン ダ ー ド 19
失 業 と イ ン フ レ ー シ ョ ン イ ン フ レ ， 失 業 ， 消 費 者 物 価 指 数
ス タ ン ダ ー ド 2 0 財 政 政 策 と 金 融 政 策
財 政 政 策 ， 金 融 政 策 ， 財 政 赤 字 ， 財 政 黒 字 ， 公 開 市 場 操 作 ， 公 定 歩 合 ， 預 金 準 備 率
[Council for E c o n o m i c  Education, Voluntary National Content Standards in Economics, 2 n d  ed., C E E ,  2 0 1 0 と， N C E E ( 『 ス タ ン ダ ー ド 20』
翻 訳 研 究 会 訳 ） 『 経 済 学 習 の ス タ ン ダ ー ド 2 0』 消 費 者 教 育 支 援 セ ン タ ー ， 2000 年 よ り 箪 者 作 成 。 獲 得 さ せ る 概 念 を 明 確 に す る た
め ， 主 な 経 済 概 念 の み に 省 略 し た 。 ］
こ の 『 C E E の ス タ ン ダ ー ド 』 で は ， 経 済 の 基 礎 を 教
え る た め の 道 具 と し て ， 20 項 目 の 経 済 概 念 が 紹 介 さ れ
て い る 8¥
3. C o u n c i l  for E c o n o m i c  E d u c a t i o n の 農 業 問 題 に
関 す る 授 業 構 成
C E E で は ， 農 業 問 題 の 学 習 は 貿 易 学 習 の 一 部 と し て
取 扱 わ れ て い る 。 T P P の 問 題 も 同 様 で あ る よ う に ， 農
業 を め ぐ る 問 題 は 貿 易 と 切 り 離 し て 考 え る こ と は で き
な い 。 こ の C E E の 「 農 業 ＝ 貿 易 学 習 」 に お い て 中 核 と
な る も の は ， 表 1 の ス タ ン ダ ー ド 6 「 特 化 」 と ， ス タ
ン ダ ー ド 5 「 交 易 」 に つ い て の 経 済 概 念 学 習 で あ る 。
ま た ， 実 際 の 学 習 内 容 は ， C E E の 発 行 し て い る 各 種
教 材 か ら 検 討 す る こ と が で き る 。 教 材 の 内 容 は ， 様 々
な ア ク テ イ ビ テ ィ を 通 し て ， 『 C E E の ス タ ン ダ ー ド 』 の
経 済 概 念 を 分 析 道 具 に し て 問 題 解 決 さ せ る 構 成 に な っ
て い る 。 た だ し ， 教 材 に は ， 学 習 の 手 順 が 詳 細 に 示 さ
れ て い る こ と か ら ， 教 師 の 授 業 づ く り に お け る 裁 量 の
自 由 度 が ほ と ん ど な く ， 目 の 前 の 生 徒 の 実 態 や 地 域 の
実 情 に 応 じ た 授 業 に で き な い と い う 課 題 も 抱 え て い る 。
(1) 「 特 化 」 に 関 す る 経 済 概 念 学 習
表 2 は ， 現 在 の C E E の 「 特 化 」 に 関 す る 経 済 概 念
主 題
【 視 点 3 】
誰 が 何 を す べ き
か ？
【 活 動 4 】
評 価
表 2 「 な ぜ 人 々 は 国 内 外 で 交 易 を す る の か ？ 」 の 単 元 構 成
● 学 習 過 程 〇授業者の主な指示•発問等
● よ り 機 会 費 【 条 件 】 ニ ノ は ピ ザ 屋 を 経 営 し て い て ， ト ニ ー
用 の 低 い 方 を 雇 お う と し て い る 。 そ の た め ， よ り 低 い 機
に 特 化 を さ 会 費 用 で 各 財 を 生 産 で き る ユ ー ザ ー を 決 定 し
せ た 方 が 便 な け れ ば な ら な い 。 ピ ザ 1 枚 を 作 る の に ， ニ
益 が あ る こ ノ は サ ラ ダ 4 つ， ト ニ ー は サ ラ ダ 2 つ を 作 る
と に つ い て 機 会 費 用 が あ る 。 サ ラ ダ 1 つ を 作 る の に ， ニ
確 認 す る 。 ノ は ピ ザ 1/4 枚， ト ニ ー は ピ ザ 1/2 枚 を 作 る 機
会 費 用 が あ る 。
・ 予 想 さ れ る 解 答 ・ 反 応
〇 誰 が ピ ザ や サ ラ ダ を 作 る た め の よ り 低 い 機 ・ ピ ザ は ト ニ ー で ， サ ラ ダ は ニ ノ 。
会 費 用 を 持 っ て い る か ？
〇 誰 が ピ ザ や サ ラ ダ を 作 る 必 要 が あ る か ？ ・ ピ ザ は ト ニ ー で ， サ ラ ダ は ニ ノ 。
〇 特 化 は ， ピ ザ 屋 の 経 営 に ど の よ う な 影 響 を ・ 産 出 を 増 や し ， よ り 多 く の ピ ザ や サ ラ ダ を 作
与 え る か ？ る 費 用 を 削 減 す る 。
● 問 題 と 解 答 【 条 件 】 フ ロ リ ダ 州 と ア イ ダ ホ 州 は ， 両 方 と も
に つ い て 教 ジ ャ ガ イ モ と ト マ ト を 栽 培 し て い る 。 労 働 者
師 と 生 徒 で 1 人 当 た り ， フ ロ リ ダ 州 は ， 1 日 ジ ャ ガ イ モ
検 討 す る 。 15 ポ ン ド か ， ト マ ト 6 0 ポ ン ド ， ア イ ダ ホ 州
は， 1 日 ジ ャ ガ イ モ 10 ポ ン ド か ， ト マ ト 2 0 ポ
ン ド を 生 産 す る こ と が で き る 。
〇 も し ， フ ロ リ ダ 州 と ア イ ダ ホ 州 で 特 化 し て （ 例 ） フ ロ リ ダ 州 は ト マ ト に 特 化 す べ き で あ
交 易 を す る な ら ば ， フ ロ リ ダ 州 や ア イ ダ ホ る 。 そ れ は ， ア イ ダ ホ 州 よ り も 低 い 機 会 費 用
州 で は 何 を 生 産 す る 必 要 が あ る か ？ そ れ は で ト マ ト を 生 産 す る こ と が で き る か ら で あ る 。
な ぜ か ？ ア イ ダ ホ 州 は ， フ ロ リ ダ 州 よ り も 低 い 機 会 費
用 で ジ ャ ガ イ モ を 生 産 で き る 。 た か ら ， ジ ャ
ガ イ モ に 特 化 す べ き で あ る 。
〇 特 化 し て 交 易 を す る こ と は ， ト マ ト と ジ ャ （ 例 ） 特 化 を し て 交 易 を す る こ と は ， ジ ャ ガ イ
ガ イ モ の 総 生 産 量 に ど の よ う な 影 響 を 与 え 1 モ と ト マ ト の 両 方 の 総 生 産 量 と 総 消 費 量 が 増
る か ？ 加 す る だ ろ う 。
〔Watts, M .  et al., Focus Globalization, N C E E ,  2006, pp.51-73 よ り 筆 者 作 成 。 【 視 点 1, 2, 4】と【活動 1~3】は，「取引ゲーム」に用
い る 絵 や 算 入 表 中 心 で あ る た め ， 【 視 点 5】 は 「 二 国 二 財 モ デ ル 」 を 用 い た も の で 別 途 掲 載 の た め 省 略 し た 。 〕
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学 習 ， F o c u s Globalization ( 以 下 『 グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ
ン 』 と す る ） 第 2 課 「 な ぜ 人 々 は 国 内 外 で 交 易 を す る
の か ？ 」 の 授 業 構 成 を 分 析 し た も の で あ る 9) 。 こ の 内
容 は ， C E E の 代 表 的 な 自 由 貿 易 に 関 す る 学 習 で も あ る 。
学 習 内 容 は ， 「 取 引 ゲ ー ム 」 を 行 い ， 「 交 易 の 利 益 」
を 理 解 す る こ と か ら 始 ま る 。 こ の ア ク テ イ ビ テ ィ で
は ， 交 易 は 「 便 益 」 が 「 費 用 」 を 上 回 る と き に 行 わ れ
る と い う こ と と ， こ の こ と は 国 内 取 引 や 国 際 貿 易 に お
い て も 同 じ で あ る こ と を 理 解 さ せ よ う と し て い る 。
つ ぎ の 学 習 内 容 は ， ニ ノ と ト ニ ー ， ま た は フ ロ リ ダ
朴 lと ア イ ダ ホ 州 が 関 与 す る 二 つ の 架 空 の 状 況 か ら 「 比
較 優 位 」 を 見 出 し ， な ぜ 生 産 を 「 特 化 」 す る と 恩 恵 を
受 け る の か に つ い て 検 討 を す る こ と で あ る 。 こ こ で は ，
「 比 較 優 位 」 は ， 相 対 的 に 低 い 「 機 会 費 用 」 で 生 産 で き
る も の に 「 特 化 」 す る こ と で 生 ま れ る こ と と ， 「 比 較 優
位 」 に 基 づ い て 「 分 業 」 を す る と ， 総 生 産 量 と 総 消 費
量 が 増 加 す る こ と を 理 解 さ せ よ う と し て い る 。
最 後 の 学 習 内 容 は ， 図 1 に 示 す 「 二 国 二 財 モ デ ル 」
を 用 い て 考 察 す る こ と で あ る 。 こ の モ デ ル か ら 「 絶 対
優 位 」 は ア メ リ カ に あ る こ と と ， そ れ ぞ れ の 「 機 会 費
用 」 か ら 小 麦 を ア メ リ カ が 作 り ， チ ー ズ を フ ラ ン ス が
作 っ た ら ， 社 会 の 総 生 産 量 と 総 消 費 量 が 最 大 化 す る こ
と を 理 解 さ せ よ う と し て い る 。 だ か ら と い っ て ， ア メ
リ カ は 小 麦 だ け を 作 り ， フ ラ ン ス は チ ー ズ だ け を 作 る
と い う 極 端 な こ と は 事 実 上 考 え ら れ な い 10) 。 こ の た
め ， そ れ ぞ れ の 国 で ， 小 麦 と チ ー ズ に ど の く ら い の 労
働 者 の 数 を 割 り 振 っ た ら 良 い か ， 生 徒 と 教 師 と で 議 論
す る も の と な っ て い る 1¥
チ ー ズ 小 麦
二 I~I~
条 件 ： 1 日 に 生 産 で き る 単 位 数 。 そ れ ぞ れ の 国 に は ， 100
人 の 労 働 者 が い る と 仮 定 す る 。
[Watts, M .  et al, Focus Globalization, N C E E ,  2006, p.65 よ り 筆
者 作 成 。 ］
図 1 「 二 国 二 財 モ デ ル 」
(2) 「 交 易 」 に 関 す る 経 済 概 念 学 習
表 3 は ， 現 在 の C E E の 「 交 易 」 に 関 す る 経 済 概 念
学 習 ， 『 グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン 』 第 11 課 「 貿 易 を 制 限
す る こ と 一 誰 が 得 を し ， 誰 が 損 を し て い る の か ？ 」 の
授 業 構 成 を 分 析 し た も の で あ る 12) 。 こ の 内 容 は ， C E E
の 代 表 的 な 保 護 貿 易 に 関 す る 学 習 で も あ る 。
表 3 「 貿 易 を 制 限 す る こ と 一 誰 が 得 を し 、 誰 が 損 を す る の か ？ 」 の 単 元 構 成
主 題 ● 学 習 過 程
〇授業者の主な指示•発問等 ・ 予 想 さ れ る 解 答 ・ 反 応
【 視 点 2 】
● 「 貿 易 障 壁 」 の 【 関 税 】
貿 易 に 共 通 す る 内 容 に つ い て 輸 入 財 へ の 税 。 自 国 政 府 の 歳 入 を 創 出 す る 。
障 壁
確 認 す る 。
【 輸 入 割 当 】
許 可 さ れ た 輸 入 量 の 制 限 。 外 国 の 生 産 者 に よ
る 供 給 量 を 制 限 す る 。
【 補 助 金 】
製 品 の 生 産 者 や 消 費 者 に 対 す る 政 府 の 補 助 。 政
府 の 補 助 金 を 受 け 取 っ た 生 産 者 は ， 外 国 の 消 費
者 へ 税 金 の 一 部 を 売 っ て い る か も し れ な い 。
【 視 点 3 ・ 4 ]
●  「 貿 易 障 壁 」
〇 以 下 の 「 貿 易 障 壁 」 に 伴 う ， 国 内 消 費 者 ， 国
「 貿 易 障 壁 」 ： 得
に よ っ て ， 誰
内 生 産 者 ， 外 国 消 費 者 ， 外 国 生 産 者 の そ れ ぞ
を す る 人 と 損 を が 得 を し ， 誰 れ で 得 を す る 者 と 損 を す る 者 を 選 び な さ い 。
す る 人
が 損 を す る の 【 関 税 】
か 確 認 す る 。
政 府 は ， 輸 入 さ れ た 靴 の 各 ペ ア に 5 ド ル の 税
【 関 税 】
を 賦 課 し て い る 。
・ 得 を す る 国 内 生 産 者 ， 外 国 消 費 者
【 輸 入 割 当 】
・ 損 を す る ． 国 内 消 費 者 ， 外 国 生 産 者
政 府 は ， 毎 年 4 万 台 の 自 動 車 輸 入 を 制 限 し て
【 輸 入 割 当 】
い る 。
・ 得 を す る 国 内 生 産 者 ， 外 国 消 費 者
【 補 助 金 】 ・ 損 を す る ． 国 内 消 費 者 ， 外 国 生 産 者
政 府 は ， 生 産 し た コ メ の ブ ッ シ ェ ル (35.24
【 補 助 金 】
リ ッ ト ル ） ご と に 3 ド ル を コ メ 農 家 に 支 払 っ ・ 得 を す る ： 国 内 消 費 者 ， 国 内 生 産 者 ， 外 国 消 費 者
て い る 。
・ 損 を す る ： 外 国 生 産 者
【 活 動 1 】
● 農 業 補 助 金
〇 資 料 「 2005 年 国 連 人 間 開 発 報 告 書 の 抜 粋 」
農 業 補 助 金 の 国 に よ る 国 際 的 を 読 み な さ い 。
際 的 な 影 響 な 影 響 に つ い
〇 な ぜ 農 業 は 貿 易 の 議 論 に お い て 重 要 な 位 置
・「 2005 年 国 連 人 間 開 発 報 告 書 」 は ， 先 進 国 の
て 考 察 す る 。
を 為 す の か ？ 保 護 主 義 と 補 助 金 の た め ， 発 展 途 上 国 は 農 業
収 入 の う ち 年 240 億 ド ル を 失 っ て い る と 推 定
し て い る 。 農 業 は ， 世 界 貿 易 の 割 合 と し て は
縮 小 し て い る け れ ど も 多 く の 貧 し い 国 々 は ，
農 作 物 の 輸 出 収 入 に 大 き く 依 存 し て い る 。 50
以 上 の 発 展 途 上 国 は ， 輸 出 収 入 の 少 な く と も
4 分 の 1 は 農 業 に 依 存 し て い る 。
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〇 裕 福 な 国 が 自 国 の 農 業 生 産 者 を 保 護 す る と ・ 補 助 金 を 得 る こ と で 外 国 の 生 産 者 に 対 抗 し よ
き に ， 誰 が 得 を し て ， 誰 が 損 を す る か ？
う と し ， と き に は ， よ り 低 い コ ス ト で 生 産 で
き る 国 に も 製 品 を 輸 出 す る た め に 補 助 金 を 獲
得 す る こ と を 目 指 す 。 国 内 外 の 消 費 者 は ， 補
助 金 に よ っ て 低 い 製 品 価 格 に な る の で 得 を す
る 。 し か し ， 補 助 金 に よ っ て る 競 合 す る 外 国
生 産 者 に 損 を さ せ る こ と に な る 。
〇 ア メ リ カ の 綿 花 農 家 が 年 4 7 億 ド ル の 補 助 金 ・ 補 助 金 は ， ア メ リ カ の 2 万 軒 の 農 家 に 割 り 当
を 受 け 取 っ た と き ， 何 が 起 こ る か ？ て ら れ る 。 け れ ど も ， 資 金 の ほ と ん ど は ， 少
数 の 大 規 模 農 家 へ と 渡 る 。 補 助 金 は ， 見 積 も
り 原 価 で 9 - 1 3 % 程 度 ， 綿 花 の 国 際 価 格 を 低
下 さ せ る 。 補 助 金 の 結 果 ， ア メ リ カ は 「 比 較
優 位 」 を 持 っ て い な く て も ， 市 場 で の 生 産 を
支 配 す る 。 ア フ リ カ の 最 貧 国 の い く つ か は ，
ア メ リ カ の 農 家 へ の 綿 花 補 助 金 に よ っ て 損 を
す る 。
O E U の 農 家 に 年 510 像 ド ル の 砂 糖 補 助 金 が 支
・ 農 業 生 産 者 は ， E U 労 働 者 の わ ず か 2 % し か
払 わ れ た と き ， 何 が 起 こ る か ？ 占 め て い な い が ， E U 予 算 の 4 0 % を 超 え る 支
払 い を 受 け て い る 。 砂 糖 の 生 産 者 と 加 工 業 者
へ の 補 助 金 は ， 国 際 的 に み て も 4 倍 多 い 。 そ
れ は ， 価 格 の 3 分 の 1 を 占 め ， 4 0 0 万 ト ン の
砂 糖 の 余 剰 を 生 ん で い る 。 E U の 砂 糖 補 助 金 に
よ っ て ， 最 も 被 害 を 受 け て い る 国 は ， ブ ラ ジ
ル (4.94 偉 ド ル ） ， 南 ア フ リ カ (1.51 億 ド ル ） ，
タ イ (6,000 万 ド ル ） で あ る 。
〔Watts, M .  et al., Focus Globalization, N C E E ,  2006, pp.251-273 よ り 筆 者 作 成 。 【 視 点 l】 は ア ダ ム ・ ス ミ ス 『 国 富 論 』 の 引 用 で あ る た
め、【視点 5~10】は「需要・供給曲線」を用いた分析であるため省略した。〕
学 習 内 容 は ， 企 業 や 労 働 者 が 損 失 を 被 る こ と か ら ，
自 由 貿 易 を 制 限 し て 「 貿 易 障 壁 」 が 構 築 さ れ る こ と の
確 認 か ら 始 ま る 。 そ し て ， 「 貿 易 障 壁 」 の 種 類 に は ，
関 税 ， 輸 入 制 限 （ 輸 入 割 当 ） ， 補 助 金 の 三 つ が あ り ，
「 貿 易 障 壁 」 に よ っ て ， 誰 が 得 を し ， 誰 が 損 を し て い
る の か に つ い て 考 察 さ せ よ う と し て い る 。
つ ぎ の 学 習 内 容 は ， 「 貿 易 障 壁 」 の 効 果 に つ い て ，
「 需 要 ・ 供 給 曲 線 モ デ ル 」 を 用 い て 確 認 す る こ と で あ
る 13) 。 こ こ で の 前 提 条 件 は ， 「 貿 易 を し て い な い 閉 塞
経 済 の 場 合 は 商 品 の 価 格 は 40 ド ル ， 同 商 品 の 国 際 価
格 は 20 ド ル 」 で あ る 。 関 税 の 効 果 と し て は ， 国 際 価
格 が 20 ド ル の と き に 関 税 を 10 ド ル に 設 定 す る と ， そ
の 関 税 分 の 「 価 格 」 が 上 昇 す る た め ， 最 終 価 格 は 30
ド ル に な る こ と を 理 解 さ せ よ う す る 。 輸 入 制 限 の 効 果
と し て は ， 国 際 価 格 が 20 ド ル の と き に は 30 単 位 を
「 輸 入 」 し て い る と い う 条 件 で ， 輸 入 制 限 に よ っ て 15
単 位 の 輸 入 量 が 減 れ ば ， 「 価 格 」 が そ の 分 上 昇 す る こ
と を 理 解 さ せ よ う と す る 。 補 助 金 の 効 果 と し て は 国
内 生 産 者 に 生 産 1 単 位 に つ き 6 ド ル 補 助 金 を 支 給 す る
と ， そ の 分 ， 供 給 曲 線 が 下 （ 左 ） に シ フ ト し て 「 価
格 」 を 引 き 下 げ る こ と を 理 解 さ せ よ う と す る 。
最 後 の 学 習 内 容 は ， 農 業 補 助 金 に 関 す る 読 み 物 教 材
を 通 し て ， 保 護 貿 易 に よ る 「 特 殊 利 益 集 団 」 の 利 益 に
つ い て 理 解 す る と と も に ， こ の 特 定 産 業 や 企 業 を 保 護
す る た め に 構 築 さ れ た ， 「 貿 易 障 壁 」 の 国 際 的 な 影 響
に つ い て 考 察 す る こ と で あ る 。 こ こ で は ， 「 競 争 」 に
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よ っ て 企 業 の い く つ か は 苦 し ん で い る 実 態 と ， 「 貿 易
障 壁 」 を 構 築 し て 苦 し ん で い る 企 業 を 助 け れ ば ， 他 の
企 業 を 苦 し め る こ と に な る こ と ， 「 貿 易 障 壁 」 が 経 済
に 与 え る 影 響 や ， 補 助 金 に よ っ て 政 治 や 政 策 論 議 に 与
え る 影 響 を 理 解 さ せ よ う と し て い る 。
4 価 値 の 概 念 枠 組 み と し て の 「 効 率 」 と 「 公 正 」
現 在 の 日 本 の 経 済 学 習 で は ， 「 経 済 的 な 見 方 や 考 え
方 」 に 関 す る 価 値 の 概 念 的 枠 組 み と し て ， 「 効 率 」 と
「 公 正 」 を 考 え さ せ る こ と が 求 め ら れ て い る 14¥
こ の こ と に 関 連 し て ， C E E で は ， 「 効 率 」 と 「 公 正 」
を ど の よ う に 取 扱 っ て い る の だ ろ う か 。 表 2, 表 3 の
授 業 構 成 に 表 れ て い る よ う に ， C E E で は 「 効 率 的 な 意
思 決 定 」 15) を 重 視 し て い る 。 こ の 一 方 ， 「 人 に よ っ て ，
何 が 公 正 で あ る か ， 平 等 で あ る か の 考 え は 異 な る 」 16)
た め ， 「 公 正 」 と し て 「 結 局 は 所 得 と 富 の 分 配 を 扱
う」 17) と い う 立 場 を と っ て い る 。
こ こ で の 「 効 率 」 と は ， 「 最 大 多 数 の 最 大 幸 福 」 と い
う 基 準 で あ り ， 誰 か の 分 配 を 減 ら す こ と な く ， 誰 の 分
配 も 増 や す こ と が で き な い 状 態 に す る と い う パ レ ー ト
効 率 の 状 態 を 指 し て い る 18) 。 し か し ， こ の 基 準 に は ，
分 配 に お け る 不 平 等 は 考 慮 さ れ な い と い う 問 題 を 抱 え
て い る 。 そ し て ， 「 公 正 」 と は ， こ の 分 配 問 題 の 改 善 に
向 け て ， 「 ロ ー ル ズ の 格 差 原 理 」 の よ う に 経 済 的 弱 者 に
優 先 的 に 分 配 し よ う と す る 基 準 を 指 し て い る 19¥
5. 「 経 済 的 な 見 方 や 考 え 方 」 を 深 め る 農 業 問 題 の 授 業 開 発
こ こ で ， 以 上 の C E E の 経 済 概 念 学 習 の 方 法 を 踏 ま
え ， 経 済 概 念 を 分 析 の 道 具 に す る 授 業 を 開 発 す る と ，
ど の よ う に 「 経 済 的 な 見 方 や 考 え 方 」 が 深 ま る の か 検
証 を 行 う 。
一 方 ， K 高 校 の あ る K 市 は ， 人 口 約 12 万 5,000 人
の 地 方 経 済 ・ 産 業 の 中 心 都 市 で あ る 。 K 高 校 の 生 徒 の
家 庭 で は ， ク ラ ス の 中 の 1 名 か ら 2 名 程 度 し か 農 業 に
関 連 し た 仕 事 を し て い な い 。
(1) 授 業 の 内 容
学 習 指 導 案 に つ い て は ， 次 頁 か ら の 通 り で あ る 。 先
行 研 究 の 課 題 か ら ， 2 時 間 の 講 義 型 の 学 習 手 続 き に
よ っ て ， 現 実 の 農 業 問 題 を 考 え ら れ る 構 成 に し て い る 。
科 目 は 「 政 治 ・ 経 済 」 で あ り ， 対 象 生 徒 は ， 北 海 道
の 郡 部 校 T 高 校 の 生 徒 60 名 と ， 都 市 部 進 学 校 K 高 校
の 生 徒 82 名 で あ る 20¥
T 高 校 の あ る T 町 は ， 人 口 約 4,200 人 の 酪 農 を 基 幹
産 業 と す る 町 で あ る 。 こ の た め ， 町 役 場 や 農 協 な ど 多
く の 場 所 に ， 「 T P P 反 対 」 の ポ ス タ ー や 看 板 が 掲 げ ら
れ て い る 。 T 高 校 の 生 徒 の 家 庭 で は ， 農 業 に 関 連 し た
仕 事 を し て い る の は ク ラ ス の 4 分 の 1 程 度 を 占 め る 。
C E E の 方 法 か ら は ， 農 業 学 習 を 貿 易 学 習 と 関 連 さ
せ る 方 法 を 用 い た 。 な お ， 第 1 時 の 学 習 内 容 に お い て
は ， 「 二 国 二 財 モ デ ル 」 を 使 っ て 問 題 を 単 純 化 し ， 「 分
業 の 利 益 」 や 「 比 較 優 位 」 を 理 解 さ せ る 方 法 を 取 り 入
れ た 。 そ し て ， 第 2 時 の 学 習 内 容 に お い て は ， 「 需 要 ・
供 給 曲 線 モ デ ル 」 を 使 い ， 「 特 殊 利 益 集 団 」 の 利 益 に
触 れ な が ら ， 「 貿 易 障 壁 」 の 構 築 理 由 と こ の 効 果 を 理
解 さ せ る 方 法 を 取 り 入 れ た 。
第 1 時 （ 本 時 の 目 標 ） ：
・ T P P 問 題 の 対 立 構 図 を 理 解 し ， T P P 参 加 の 是 非 を 比 較 優 位 産 業 と 比 較 劣 位 産 業 の 立 場 か ら 考 察 す る 。
●身近な買い物と貿易は 0コンビニでパスタを買ったことのある人は• あ る 。
つ な が っ て い る こ と に い る か ？ ・ な い 。
気 付 く 。 〇 パ ス タ の 原 料 は 何 だ ろ う か ？ ・ 小 麦 。
〇 小 麦 は ， 主 に 国 産 か 輸 入 の ど ち ら か ？ ・ 輸 入 。
〇 私 た ち の 身 近 な 買 い 物 は 貿 易 と つ な が っ て
い る 。
〇 こ の よ う に 身 近 な 店 で 輸 入 品 を 買 う 人 が 増 ・ 損 を し て い る 。
え れ ば 「 貿 易 赤 字 」 に な る が ， これは，損• 安 く 買 え た こ と で 嬉 し く な っ
を し て い る の か ？ た の で ， 損 は し て い な い 。
〇 こ の 損 得 を め ぐ っ て 今 ま で 貿 易 問 題 が 起 き ・ T P P の 問 題 。
て き た 。 で は ， 現 在 ， 貿 易 問 題 と し て ど ん
な 問 題 が 起 き て い る か ？
●  T P P の 内 容 を 理 解 し ， 0 T P P に つ い て 知 っ て い る か ？ ・ 知 っ て い る 。
参 加 す る べ き か 否 か を 0 T P P の 内 容 に つ い て 新 聞 記 事 を 使 っ て 確 認 ・ 知 ら な い 。
考 察 す る 。 す る 。
0 T P P に あ な た は 参 加 す る べ き と 考 え る か ？ ・ 参 加 す る べ き 。
参 加 す る べ き で な い と 考 え る か ？ ・ 参 加 す る べ き で な い 。
・ 判 断 で き な い 。 わ か ら な い 。
◆  T P P に 関 す る 新 聞
記 事 。
◎  「 自 己 評 価 シ ー ト 」
を 配 布 し ， 記 入 後
に 回 収 す る 。
な ぜ ， T P P 問 題 に 対 し て ， 「 参 加 す る 」 ， 「 参 加 し な い 」 と い う 意 見 の 相 違 が あ る の だ ろ う か ？
● 自 由 貿 易 の メ リ ッ ト を 0 石 川 遼 と 芝 刈 り 師 が い る と 仮 定 す る 。 石 川 ・ ど ち ら も で き る か ら ， 石 川 遼 ◆ ◎ 0 △ X で 示 し た
簡 単 な モ デ ル か ら 考 察 遼 は ， プ ロ ゴ ル フ ァ ー と し て の 能 力 と ， 芝 が 全 部 ひ と り で や れ ば よ い 。 「 二 人 二 仕 事 モ デ
す る 。 刈 り 能 力 の ど ち ら も 高 い 能 力 を 持 っ て い る 。 ・ よ り 稼 ぐ こ と の で き る プ ロ ゴ ル」。
一 方 ， 芝 刈 り 師 は ， 芝 刈 り 能 力 は 普 通 で あ る 。 ル フ ァ ー と し て の 活 動 に 集 中
し か し ， プ ロ ゴ ル フ ァ ー と し て の 仕 事 は 全 す べ き 。
く で き な い 。 こ の 場 合 ， 石 川 遼 は ど の よ う
な 仕 事 形 態 を と る と ， よ り 利 益 を 得 ら れ る
か ？
〇 よ り 得 意 な 一 方 に 集 中 す べ き で あ る と い う 「 比 較 優 位 」 の 考 え 方 に
冒;l言言：；~□:；宣:;:~~~ヽ◆〗；；; ,  レの」。「二国
優 位 」 が あ る か ？
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● 比 較 劣 位 産 業 の 行 動 原 0 T P P の 参 加 に よ っ て 比 較 劣 位 に 陥 る の は ど 1 ・ 農 業 。
理 を 考 察 す る 。 の よ う な 産 業 か ？
〇 比 較 劣 位 産 業 に 従 事 し て い る 人 は ど う な る か ？ ・ 職 を 失 う 。
〇 国 際 貿 易 に よ っ て 職 を 失 う 人 は ， ど の よ う ・ 転 職 す る 。 諦 め る 。
な 行 動 に 出 る か ？ ・ デ モ 行 進 を す る 。 政 治 家 に 訴
え る 。
0 日 本 の 農 業 を 「 比 較 劣 位 」 で は な く ， 「 比 較
優 位 」 と し て 捉 え る 意 見 も あ る 。 ま た ， 食
糧 安 全 保 障 の 観 点 か ら カ ロ リ ー ベ ー ス の 食
料 自 給 率 を 用 い て ， 農 水 省 や 農 協 が 危 機 感
を 煽 っ て い る と い う 意 見 も あ る 。 世 界 の 食
料 自 給 率 計 算 は ， 生 産 額 ベ ー ス で あ る 。
「 比 較 優 位 」 の 考 え 方 に ◆ カ ロ リ ー ベ ー ス と
基 づ い て 貿 易 を 進 め る と ， 生 産 額 ベ ー ス の 食
比 較 劣 位 産 業 関 係 者 は 失 業 料 自 給 率 の 統 計 グ
す る 危 険 性 が あ る 。 ラ フ
● 次 時 の 学 習 内 容 の 確 認 と 〇 こ の 比 較 劣 位 産 業 が 政 治 家 に 保 護 を 求 め る こ と
本 時 の 振 り 返 り を 行 う 。 に よ っ て ， 次 時 で 取 扱 う 保 護 貿 易 が 生 ま れ る 。
第 2 時 （ 本 時 の 目 標 ） ：
0 本 時 で は ， 「 比 較 優 位 」 を 分 析 の 道 具 に し
て， T P P に 「 参 加 す る 」 ， 「 参 加 し な い 」 と
い う 意 見 の 違 い 学 ん だ 。
・ 「 貿 易 障 壁 」 の 構 築 理 由 を 理 解 し ， T P P 問 題 の 是 非 を 農 業 生 産 者 と 消 費 者 の 立 場 か ら 考 察 す る 。
・ 「 効 率 」 と 「 公 正 」 の 両 方 の 観 点 を 踏 ま え ， T P P 問 題 に 対 す る 自 ら の 考 え を 明 確 に す る 。
●前時の学習内容の振り 0前時では比較劣位産業関係者が政治家に• 関 税 を か け る 。
返 り を し ， 本 時 の 学 習 保 護 を 求 め る こ と に よ り 保 護 貿 易 が 生 ま れ ・ わ か ら な い 。
内 容 を 確 認 す る 。 る こ と を 学 ん だ 。 で は ， ど の よ う に し て 保
護 貿 易 政 策 を 行 う か ？
保 護 貿 易 政 策 と は ， 具 体 的 に ど の よ う な も の だ ろ う か ？
●  「 貿 易 障 壁 」 の 構 造 と 〇 具 体 的 な 保 護 貿 易 の 方 法 と は ， 関 税 ・ 輸 入
な ぜ 保 護 貿 易 が 生 ま れ 制 限 ・ 補 助 金 に よ る 「 貿 易 障 壁 」 で あ る 。
る の か を 考 察 す る 。 〇 こ れ ら の 効 果 を 「 需 要 ・ 供 給 曲 線 モ デ ル 」 使 っ
て 分 析 す る 。
0 関 税 ・ 輸 入 制 限 ・ 補 助 金 に つ い て ， 生 産 者 ・ 全 部 消 費 者 が 損 を し て い る 。
と 消 費 者 の 立 場 か ら そ れ ぞ れ 考 え て み な さ 比 較 劣 位 産 業 は ， 政 治 家
い 。 生 産 者 と 消 費 者 の ど ち ら が 損 を し て い に と っ て も 集 票 機 関 に な
る か ？ り ， 比 較 劣 位 産 業 と 政 治 家
の 関 係 か ら 保 護 貿 易 が 生 ま
●  「 効 率 」 と 「 公 正 」 の 〇 こ こ で 「 効 率 」 と 「 公 正 」 の 考 え 方 を 使 っ て ， I Iれ る 。
概 念 を 理 解 す る 。 T P P に つ い て 考 え て い く 。 「 効 率 」 的 な 観 点
で 「 最 大 多 数 の 最 大 幸 福 」 を 目 指 せ ば ， 弱
者 切 り 捨 て の 面 も 出 て く る 。 こ の こ と か ら ，
少 数 者 の 経 済 的 弱 者 を 尊 重 す る 「 公 正 」 的
な 観 点 か ら も 問 題 を 考 え て い く 必 要 が あ る 。
「 効 率 」 と 「 公 正 」 と い う 考 え 方 か ら 、 あ な た は T P P 問 題 に 対 し て ど う 考 え る か ？
◆ 関 税 ・ 輸 入 制 限 ・
補 助 金 の 効 果 を 示
し た 「 需 要 ・ 供 給
曲 線 モ デ ル 」 。
◎ ベ ン サ ム や ロ ー ル ズ
の 名 前 を 押 さ え ， 「 倫
理 」 の 学 習 に も 生 か
せ る よ う に す る 。
●  「 効 率 」 と 「 公 正 」 か 〇 「 効 率 」 の 考 え が 強 い と 賛 成 派 の 論 理 に な ◎ 黒 板 の 「 賛 成 」 ，
ら T P P 問 題 を 考 察 す る 。 Itる［富言i~~魚此悶悶戸 I I ~  反二悶::~
〇 な ぜ ， 賛 成 の 方 に 名 前 を 書 い た か ？ ・ 多 く の 人 が 経 済 的 に 豊 か に な 指 示 す る 。
る か ら 。
・ 商 品 が 安 い 方 が い い か ら 。
〇 な ぜ ， 反 対 の 方 に 名 前 を 書 い た か ？ ・ 農 業 従 事 者 に 失 業 者 が 出 る か ら 。
0どちらの意見も尊重する方法はないのだろ• あ る 。
う か ？ ・ な い 。
0 T P P の 参 加 に 当 た っ て ， 比 較 劣 位 産 業 に 陥 ・ 農 家 に 失 業 後 の 保 障 が な い 。
る 関 係 者 へ の 救 済 措 置 や ， 法 的 な 問 題 は あ ・ 国 内 価 格 が 上 が ら な い 補 助 金
る か ？ を 支 給 し て ， 農 家 に 戸 別 所 得
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保 障 を す れ ば い い 。
・ 農 地 法 の 制 約 が あ っ て 土 地 を 有
効 利 用 で き て い な い 問 題 が あ る 。
0 例 え ば ， 比 較 優 位 産 業 の 利 益 を 比 較 劣 位 に 失 業 補 償 が 大 き な 課 題 。
回 す な ど ， 比 較 劣 位 産 業 を ど う す る か 考 え 利 己 心 だ け で な く ， 利 他 心
る こ と が ， 「 公 正 」 を 実 現 す る 上 で の 大 き な を 持 つ こ と も 重 要 。
課 題 に な っ て い る 。
● 学 習 内 容 の 振 り 返 り を 〇 「 効 率 」 と 「 公 正 」 は 同 時 達 成 で き る 。
行 う 。 0 こ の よ う に 世 の 中 に は 政 治 的 に 対 立 す る 問
題 が あ る 。 「 意 見 や 利 害 の 対 立 を 調 整 し た
り ， 解 決 し た り す る 」 た め に 「 効 率 」 と
「 公 正 」 の 考 え 方 を 使 っ て ， 自 分 の 価 値 に 基
づ い て 意 思 決 定 を す る こ と は 大 切 で あ る 。
〇 最 後 に T P P の 参 加 に つ い て ， あ な た は ど う
す べ き か と 考 え る か ？
「 効 率 」 を 考 え る "Cool
head" と 「 公 正 」 を 考 え る
" W a r m  heart" を 持 っ て 「 効
率 」 を 犠 牲 に す る こ と な く ，
い か に 「 公 正 」 を 達 成 す る
か を 考 え る こ と が 必 要 。
◎  「 自 己 評 価 シ ー ト 」
を 再 び 配 布 し ， 記
入 後 に 回 収 す る 。
(2) 授 業 の 検 証
図 2 は ， 本 授 業 に お け る 「 経 済 的 な 見 方 や 考 え 方 」
の 深 ま り の 位 相 を 示 し た も の で あ る 。 「 経 済 的 な 見 方
や 考 え 方 」 と は ， 経 済 を 理 解 す る と き の 「 視 点 の 枠 組
み 」 で あ り ， こ の 視 点 を 持 っ た め に 基 本 的 な 経 済 概
念 や 理 論 を 獲 得 さ せ る 必 要 が あ る 21) 。 本 授 業 の 前 ま で
に は ， 関 連 す る 経 済 概 念 と し て ， 「 イ ン セ ン テ ィ ブ 」 ，
「 価 格 」 ， 「 生 産 者 」 ， 「 消 費 者 」 ， 「 競 争 」 ， 「 イ ノ ベ ー
シ ョ ン 」 ， 「 所 得 分 配 」 ， 「 失 業 」 に つ い て 学 習 し て い
る 。 こ れ ら の 経 済 概 念 に 加 え ， 本 授 業 で 学 ん だ 「 比 較
優 位 」 ， 「 分 業 の 利 益 」 ， 「 特 殊 利 益 集 団 」 ， 「 貿 易 障 壁 」
と い っ た 経 済 概 念 を 分 析 道 具 と し て 持 つ こ と で ， 「 経
済 的 な 見 方 や 考 え 方 」 を さ ら に 深 め さ せ る こ と を 企 図
し て い る 。
図 2 の 縦 の 軸 は 事 実 認 識 の 軸 で ， こ れ ら の 経 済 概 念
を 用 い て 深 ま っ た 事 実 認 識 の 「 深 い 」 ， 「 浅 い 」 を 示 し
て い る 。 横 の 軸 は 価 値 判 断 の 軸 で ， T P P 参 加 へ の 「 賛
成 」 ， 「 反 対 」 を 示 し て い る 。 こ れ は ， 「 効 率 」 と 「 公
正 」 の 両 立 を 目 指 し て 考 え た 結 果 ， 個 人 の 中 で 「 効
率 」 の 価 値 を 重 視 す る の で あ れ ば 「 賛 成 」 と な り ，
「 公 正 」 の 価 値 を 重 視 す る の で あ れ ば 「 反 対 」 と な
「 賛 成 」
「 深 い 」
「 反 対 」
「 浅 い 」
図 2 本 授 業 に お け る 「 経 済 的 な 見 方 や 考 え 方 」 の 深
ま り の 位 相
る 22) 。 本 授 業 で は ， 「 賛 成 」 ， 「 反 対 」 の い ず れ で あ っ
て も ， 皿 ， W の 位 置 か ら I や I の 位 置 に 到 達 す る こ と
を 目 標 と し て い る 。
①  T 高 校 の 生 徒 の 認 識 変 容
図 3 は ， 郡 部 校 T 高 校 の 生 徒 の 授 業 前 後 と ， ー ケ
月 後 の 認 識 変 容 を グ ラ フ 化 し た も の で あ る 。 全 体 的
に 見 る と ， 授 業 前 後 ， 一 ヶ 月 後 と 圧 倒 的 に 「 反 対 」
が 多 く な っ て い る 。
授 業 前 は 「 賛 成 」 7 名 (11.7%), 「 わ か ら な い 」
賛 成
わ か ら な い
反 対
1!i1 授 業 前
謳 授 業 直 後
璽 ー ヶ 月 後
?
?
1 0  1 5  2 0  2 5  
3 0  3 5  
4 0  
, /  
4 5  
図 3 T 高 校 の 生 徒 の 認 識 変 容
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21 名 (35.0%), 「 反 対 」 32 名 (53.3%) で ， 授 業
直 後 は 「 賛 成 」 9 名 (15.0%), 「 わ か ら な い 」 16 名
(26.7%), 「 反 対 」 35 名 (58.3%) と な っ た 。 一 ヶ 月
後 は 「 賛 成 」 14 名 (23.4%), 「 わ か ら な い 」 1 名
(18.3%), 「 反 対 」 35 名 (58.3%) と な っ た 。
こ こ で ， T 高 校 の 生 徒 た ち が そ れ ぞ れ ， ど の よ う
な 経 済 概 念 を 活 用 し て 「 経 済 的 な 見 方 や 考 え 方 」 を
深 め た の か に つ い て ， 「 自 己 評 価 シ ー ト 」 の 記 述 内
容 か ら 検 証 す る 23¥
た だ し ， 複 数 の 概 念 を 使 っ て 考 え た 生 徒 が い た
り ， 記 述 内 容 が 少 な く て 判 断 理 由 の 読 み 取 れ な い 生
徒 が い た り し た た め ， 以 下 に 示 す 合 計 人 数 は ， 図 3
に 示 す 「 賛 成 」 ， 「 反 対 」 の 人 数 と は 同 じ に は な っ て
い な い 。
授 業 直 後 や 一 ヶ 月 後 に 「 賛 成 」 と 回 答 し た 生 徒 の
う ち ， 12 名 の 生 徒 は 「 所 得 分 配 」 の 視 点 か ら ， 農
業 生 産 者 の 支 援 や 「 失 業 」 の 補 償 を す る な ど ， セ ー
フ テ ィ ネ ッ ト を 敷 い て 参 加 す れ ば い い と 答 え た 。 ま
た， 3 名 の 生 徒 は 「 競 争 」 や 「 イ ノ ベ ー シ ョ ン 」 の
視 点 か ら ， 農 作 物 の ブ ラ ン ド 化 を 目 指 し て 勝 負 す れ
ば い い と 答 え た 。 2 名 の 生 徒 は 「 消 費 者 」 の 利 益 と
い う 視 点 か ら ， 「 賛 成 」 の 回 答 を し た 。
こ の 中 で ， 授 業 直 後 の 「 反 対 」 ， 「 わ か ら な い 」 か
ら ， 一 ヶ 月 後 に 「 賛 成 」 に 転 じ た 生 徒 の う ち ， 3 名
の 生 徒 は ， 農 家 の 所 得 補 償 を す る こ と を 条 件 に し ，
2 名 の 生 徒 は ， 諸 外 国 に 負 け な い 農 業 づ く り や 農 作
物 の ブ ラ ン ド 化 を 目 指 せ ば 良 い と 回 答 し た 。 こ の 2
名 の う ち の 1 名 は ， 農 業 後 継 者 の 生 徒 で あ る 。
そ し て ， 授 業 直 後 や 一 ヶ 月 後 に 「 反 対 」 と 回 答 し
た 生 徒 の う ち ， 11 名 の 生 徒 は ， 「 生 産 者 」 で あ る 農
家 の 生 活 が 成 り 立 た な く な る と い う 視 点 か ら 「 反
対 」 し た 。 4 名 の 生 徒 は 「 所 得 分 配 」 の 視 点 か ら ，
セ ー フ テ ィ ネ ッ ト と し て の 法 制 度 が 整 っ て い な い た
め 「 反 対 」 と 答 え た 。 さ ら に ， 3 名 の 生 徒 は ， 「 競
争 」 に よ っ て 商 品 や 食 の 安 全 性 へ の 不 安 が 出 る た め
「 反 対 」 し ， 1 名 の 生 徒 は ， 国 内 外 の 「 価 格 」 差 か ら
「 反 対 」 し た 。
授 業 直 後 の 「 賛 成 」 ， 「 わ か ら な い 」 か ら ， 一 ヶ 月
後 に 「 反 対 」 に 転 じ た 生 徒 の う ち ， 2 名 の 生 徒 は ， 安
い 輸 入 品 の 流 入 に 伴 う 地 域 経 済 の 崩 壊 を 理 由 に し た 。
こ の よ う に ， 「 賛 成 」 ， 「 反 対 」 の い ず れ で あ っ て
も ， 生 徒 の コ メ ン ト 内 容 は ， 授 業 で 取 扱 っ た 経 済 概
念 を 踏 ま え た も の と な っ て い る 。 と こ ろ が ， 8 名 の
生 徒 は ， 日 本 の こ と は 日 本 で 解 決 す る 自 給 自 足 経
済 ， い わ ゆ る 鎖 国 を す れ ば い い と い う 回 答 を し た 。
こ れ は ， 「 交 易 の 利 益 」 が わ か っ て い な い こ と を 示
し て お り ， 今 後 も 継 続 し て こ の こ と を 理 解 さ せ て い
く 必 要 が あ る 。
②  K 高 校 の 生 徒 の 認 識 変 容
図 4 は ， 都 市 部 進 学 校 K 高 校 の 生 徒 の 授 業 前 後
と ， 一 ヶ 月 後 の 認 識 変 容 を グ ラ フ 化 し た も の で あ
る 。 全 体 的 に 見 る と ， 授 業 前 に 反 対 が 多 く ， 授 業
後 一 ヶ 月 後 に は 賛 成 が 多 く な っ て い る 。 授 業 前 は
「 賛 成 」 36 名 (43.9%), 「 わ か ら な い 」 4 名 (4.9%),
「 反 対 」 42 名 (51.2%) で ， 授 業 直 後 は 「 賛 成 」 38
名 (46.3%), 「 わ か ら な い 」 18 名 (22.0%), 「 反 対 」
26 名 (31.7%) と な っ た 。 一 ヶ 月 後 は 「 賛 成 」 44 名
(53.7%), 「 わ か ら な い 」 5 名 (6.1%)' 「 反 対 」 33 名
(40.2%) と な っ た 。
そ れ で は ， K 高 校 の 生 徒 た ち は ， 具 体 的 に ど の よ
う な 経 済 概 念 を 用 い て 「 経 済 的 な 見 方 や 考 え 方 」 を
深 め た の だ ろ う か 。
授 業 直 後 や 一 ヶ 月 後 に 「 賛 成 」 と 回 答 し た 生 徒 の
う ち ， 11 名 の 生 徒 は 「 比 較 優 位 」 の 視 点 か ら ， エ
業 で 分 業 の 利 益 を 目 指 し た り ， 規 格 外 の 農 作 物 を 上
賛 成
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手 に 使 っ た り す れ ば い い と 答 え た 。 10 名 の 生 徒 は
「 所 得 分 配 」 の 視 点 か ら ， セ ー フ テ ィ ネ ッ ト を 敷 い
て 参 加 を す れ ば い い と 答 え た 。 さ ら に ， 9 名 の 生 徒
は 「 価 格 」 の 視 点 か ら ， 少 数 の 農 家 の た め の 保 護 で
は な く ， 多 数 の 利 益 を 追 求 す べ き と ， 「 消 費 者 」 の
立 場 で 「 賛 成 」 の 回 答 を し た 。 そ の 他 ， 6 名 の 生 徒
は 「 イ ノ ベ ー シ ョ ン 」 の 視 点 か ら ， 農 作 物 の ブ ラ ン
ド 化 を 目 指 し た り ， 農 業 の 制 度 改 革 を 図 っ た り す る
き っ か け に な る の で 「 賛 成 」 と 回 答 し た 。
こ の 中 で ， 授 業 直 後 の 「 反 対 」 ， 「 わ か ら な い 」 か
ら ， 一 ヶ 月 後 に 「 賛 成 」 に 転 じ た 生 徒 の う ち ， 3 名 の
生 徒 は ， 農 家 へ の 補 償 の 条 件 付 き で 賛 成 し ， 1 名 の 生
徒 は ， 法 制 度 な ど の 改 革 の 条 件 付 き で 賛 成 し ， 1 名 の
生 徒 は ， 「 価 格 」 が 安 い だ け の 低 品 質 の も の は 淘 汰 さ
れ る と い う こ と か ら 賛 成 し た 。
そ し て ， 授 業 直 後 や 一 ヶ 月 後 に 「 反 対 」 と 回 答 し
た 生 徒 の う ち ， 17 名 の 生 徒 は ， 「 価 格 」 の 安 い 外 国
製 品 へ の 「 需 要 」 が 高 ま り ， 「 生 産 者 」 で あ る 農 家
は 外 国 製 品 に 対 処 が で き な く な る た め 「 反 対 」 と 回
答 し た 。 ま た ， こ の こ と に 関 連 し て ， 6 名 の 生 徒 は ，
日 本 産 が 手 に 入 ら な く な っ た り ， 商 品 の 品 質 が 保 証
で き な く な っ た り す る 点 か ら 「 反 対 」 と 答 え た 。 さ
ら に ， 2 名 の 生 徒 は ， セ ー フ テ ィ ネ ッ ト が ま だ 十 分
に 構 築 さ れ て い な い こ と か ら 「 反 対 」 し ， 1 名 の 生
徒 は ， 「 比 較 優 位 」 の 産 業 と 「 比 較 劣 位 」 の 産 業 で
所 得 の 格 差 が 拡 大 す る た め 「 反 対 」 と 回 答 し た 。 そ
の 他 ， 1 名 の 生 徒 は ， 農 地 が 少 な く な る こ と で の 環
境 悪 化 を 理 由 に 「 反 対 」 し た 。
授 業 直 後 の 「 賛 成 」 ， 「 わ か ら な い 」 か ら ， 一 ヶ 月
後 に 「 反 対 」 に 転 じ た 生 徒 の う ち ， 2 名 の 生 徒 は ，
法 制 度 が 整 っ て い な い こ と を 理 由 に し ， 1 名 の 生 徒
は， T P P 参 加 に 伴 う 地 域 経 済 の 崩 壊 を 理 由 に し た 。
こ の よ う に ， 「 反 対 」 の 回 答 で あ っ て も ， 生 徒 た
ち は 効 率 的 な 考 え 方 を 否 定 す る の で は な く ， 「 効 率 」
と 「 公 正 」 の 両 方 の 観 点 か ら 考 え た 上 で 回 答 を し て
い る 。 し か し ， 1 名 の 生 徒 は ， K 高 校 の 生 徒 と 同 様
に ， 鎖 国 を す れ ば い い と い う 回 答 を し た 。
③  授 業 の ま と め
本 授 業 に お け る 課 題 は ， T P P 問 題 を モ デ ル に よ っ
て 単 純 化 し ， 経 済 概 念 で 分 析 す る 授 業 構 成 に し て い
る た め ， T P P 問 題 の 詳 細 な 内 容 ま で 踏 み 込 ん で い な
い こ と に あ る 。 し か し ， 一 ヶ 月 後 の コ メ ン ト を 見 る
と， T P P 問 題 に 関 連 し て ， 医 療 漁 業 ， 企 業 の 農 地
所 有 ， 工 業 へ の 投 資 食 の 安 全 性 な ど に つ い て ， 自
発 的 に 調 べ た 生 徒 が T 高 校 に は 2 名， K 高 校 に は 5
名 い た 。 こ の こ と 以 外 に も ， 授 業 後 に 保 護 者 と 話 を
し た り ， 新 聞 や テ レ ビ を 見 た り し て 追 究 し た 生 徒 が
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T 高 校 に は 32 名， K 高 校 に は 10 名 い た 。 こ の こ と
は ， 両 校 と も に 授 業 後 の 「 わ か ら な い 」 が 一 ヶ 月 後
に 減 っ て い る こ と と も 関 連 し て い る 。
授 業 の 感 想 を 見 る と ， T 高 校 の 生 徒 は 「 私 た ち に
も い つ か 選 択 権 が く る と 思 っ た 」 ， 「 大 事 な こ と は 選
択 」 と 回 答 し ， K 高 校 の 生 徒 は 「 国 民 と し て ベ ス ト
な 選 択 が で き る よ う に し た い 」 ， 「 選 挙 権 を も っ た と
き の た め に 自 分 の 考 え を 持 っ て お き た い 」 と い う
よ う に 将 来 の 主 権 者 と し て の 自 覚 を 見 せ た 生 徒 が い
た 。 さ ら に ， K 高 校 の 生 徒 は 「 北 海 道 の 候 補 者 は 票
を 集 め る た め に T P P 断 固 反 対 が ほ と ん ど 」 ， 「 マ ス コ
ミ の 報 道 は 一 面 的 で ， も う 少 し 多 面 的 に 報 道 す る 必
要 が あ る 」 と い う よ う に ， 「 特 殊 利 益 集 団 」 の 利 益
な ど の 「 経 済 的 な 見 方 や 考 え 方 」 を 深 め る こ と で ，
政 治 的 な 観 点 で 考 え 始 め た 生 徒 も い た 。
以 上 ， 本 授 業 の 結 果 ， 経 済 概 念 を 分 析 の 道 具 に し
て 問 題 解 決 を 目 指 す 授 業 構 成 に す る と ， 事 実 認 識 が
深 ま っ て ， 価 値 判 断 を 下 す よ う に な る こ と が 明 ら か
に な っ た 。
6. お わ り に
本 研 究 で は ， ア メ リ カ の 経 済 概 念 学 習 の 検 討 を 通 し
て ， 現 実 の 社 会 問 題 を 対 象 に し た 授 業 開 発 を 行 っ た 。
ま た ， 郡 部 と 都 市 部 の 生 活 環 境 や ， 授 業 前 後 ， 一 ヶ 月
後 の 時 間 軸 の 相 違 か ら 「 経 済 的 な 見 方 や 考 え 方 」 の 深
ま り に つ い て 検 証 を 行 い ， 経 済 概 念 を 思 考 の 道 具 に し
た 授 業 の 有 効 性 を 明 ら か に し た 24¥
こ の よ う に ， 経 済 概 念 は ， 経 済 を 読 み 解 く た め の
「 文 法 」 25) を 提 供 し て く れ る も の で あ り ， 問 題 に 対 す
る 「 見 る 」 目 を 深 め さ せ て く れ る も の で あ る 。 そ し
て ， モ デ ル に よ っ て 問 題 を 単 純 化 し て 考 え る こ と は ，
農 業 問 題 の よ う な 複 雑 な 社 会 問 題 を 理 解 す る こ と の 第
一 歩 と な る 26¥
本 研 究 の 課 題 は ， こ の 授 業 成 果 の 検 証 に お い て ， 個
人 レ ベ ル の 認 識 変 容 に 関 す る 量 的 調 査 を 行 っ た り ， 経
済 概 念 活 用 の 測 定 に 統 計 処 理 を 取 り 入 れ た り す る こ と
で あ る 。 こ の こ と で ， 授 業 効 果 の 測 定 に 対 し て 一 般 性
を 持 た せ る こ と が で き る 。 今 後 の 課 題 と し た い 。
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